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ノート
将来のRANアーキテクチャとして有望視されている分散アンテナシステムにおける，下りリンクの容量最大化を基準としたRAUの選択方法に関して研究を行った．なお，本研究は中国 東南大学 無線電工程系移動通信国家重点実験室（尤 肖虎教授）との共同研究により実施した．
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